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図書館からのお知らせ

図書館だより町立図書館　　　　 ☎ 41-1900　FAX 44-5661
金ケ崎町西根西地蔵野 5　開館時間：10：00 ～ 18：00

子育て支援課からのお知らせ

子育て広場子育て支援課　　　　  ☎ 44-4611　FAX 44-4337
金ケ崎町西根鑓水 53　　   　 e-mail：kosodate@town.kanegasaki.iwate.jp

※開館日・時間変更の場合あり

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

　
　
　
　
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

☆展示リニューアル
マチツナグ棚「ヘラルボニーの物語」
■期間　令和 4 年 3 月 30 日㈬まで
■場所　一般開架室読書コーナー

information

　町出身の松田兄弟が代表を務める「ヘラルボ
ニー」。ことし 3 部門でグッドデザイン賞を受賞す
るなど、目覚ましい活躍を見せています。
　展示リニューアルでは、松田文登副社長が小学生
時代に書いた作文や会社設立の経緯、そしてお母さ
まが松田兄弟へ送っ
たメッセージなど、

「ヘラルボニー」をよ
り深く知っていただ
ける展示となってい
ます。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
子
育
て
世
帯

へ
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
生
活

支
援
の
た
め
の
特
別
給
付
金
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
申
請
期
限
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額　
児
童
一
人
あ
た
り
一

律
５
万
円

■
支
給
対
象　
令
和
３
年
３
月
31

日
時
点
で
18
歳
未
満
の
児
童
（
障

が
い
児
の
場
合
、
20
歳
未
満
）
を

養
育
し
て
い
る
父
母
等

※
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
人
は
令

和
４
年
３
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児
等
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯

■
支
給
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
令
和
３
年
４
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
を
受
け
て

い
な
い
人
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

▶「エミリィ・ディキンスン企画展」期間延長
　本年度はエミリィ・ディキンスン資料センター
20 周年に伴い、通年で関連企画展を開催中です。
現在開催中の 2 つのエミリィ企画展
◇『エミリィと賢治　宝石に秘めた世界』
◇『はじめまして！エミリィ』
は、町民の皆さんに高い関心を持ってご覧いただい
ており、期間を延長して開催します。
■期間　令和 4 年 1 月 30 日まで（期間延長）
　11 月 6 日には「エミリィ・ディキンスン資料セ
ンター 20 周年『エミリィの調べ』」が開催されま
したが、多くの人に関心を持っていただき大変感謝
しております。企画展では、イベントで朗読された
詩も解説していますので、イベントをご覧いただけ
なかった皆さんも、この機会にエミリィ・ディキン
スンの世界に触れていただければと思います。

左から松田文登さん、翔太さん、崇弥さん

し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と

な
っ
た
人
。

■
申
請
期
限　
令
和
４
年
２
月
28

日
㈪

ひ
と
り
親
世
帯
以
外

■
支
給
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
令
和
３
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の
人

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
令
和
３
年
１
月
１

日
以
降
の
家
計
が
急
変
し
、
住
民

税
が
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ

た
人

■
申
請
期
限　
令
和
４
年
３
月
31

日
㈭

■
申
請
手
続
き　
給
付
金
を
受
け

取
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
☎
44-

４
６
１
１
）

ふるさとへの

だより風

交交
番番
だだ
よよ
りり

警
察
署
か
ら
の
安
心
安
全
に
関
わ
る
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

問 金ケ崎交番
（☎ 44-５２２７）

　 永岡駐在所
（☎ 44-３３１０）

ウィズコロナのとき
　
金
ケ
崎
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち

は
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
中
、
お
伺
い
す
る
機
会
も
少

な
く
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
11
月
に
芸
術
文
化

協
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
編
集
作
業
の
際

に
お
伺
い
し
、
今
年
は
４
月
に

開
催
さ
れ
た
芸
術
文
化
協
会
の

総
会
に
参
加
し
、
そ
の
際
町
長

は
じ
め
役
場
や
協
会
関
係
諸
氏

に
お
目
に
か
か
り
ご
挨
拶
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
在
京
会
は
「
広
報
か
ね
が
さ

き
・
９
月
号
」
の
事
務
局
長
の

寄
稿
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
先
の

読
め
な
い
状
況
下
、
会
長
を
は

じ
め
執
行
役
員
は
会
の
運
営
に

懸
命
な
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。
私
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
な
く
元

気
で
活
動
す
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

　
ま
た
、
議
会
だ
よ
り
「
か
ね

が
さ
き
・
１
４
０
号
」
記
事
に

よ
り
ま
す
と
髙
橋
町
長
に
は
今

期
限
り
で
ご
退
任
さ
れ
る
由
。

平
成
の
大
合
併
の
大
波
に
飲
み

込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
独
立
し

た
金
ケ
崎
町
を
選
択
し
た
高
橋

紀
雄
氏
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
安

定
し
た
町
金
ケ
崎
の
確
立
と
運

営
に
16
年
。
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
と
申
し
上
げ
ま
す
。

私
事
で
す
が
在
京
会
事
務
局

長
・
会
長
時
代
に
ご
指
導
ご
鞭

撻
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
衷
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓

延
は
終
息
し
て
は
お
り
ま
せ
ん

が
、
芸
術
文
化
協
会
か
ら
11
月

13
・
14
日
に
展
示
作
品
展
を
開

催
す
る
と
の
案
内
を
頂
き
ま
し

た
。
万
全
の
備
え
を
し
て
参
加

し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
場
で
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

狩猟事故の防止～正しいマナーで安全第一の狩猟を～
　
岩
手
県
で
は
、
11
月
１
日
～

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
、
狩

猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

　
例
年
こ
の
時
期
は
、
猟
銃
の

暴
発
な
ど
、
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
過
去
に
発
生
し
た
事
故
は
、

「
銃
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
に

よ
る
暴
発
」「
周
囲
の
安
全
不

確
認
に
よ
る
誤
射
」が
大
半
で
、

事
故
防
止
に
関
す
る
自
覚
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
や
、
ル
ー
ル

を
無
視
し
た
行
動
を
と
っ
た
こ

と
が
主
な
原
因
で
す
。

　
被
害
は
、
狩
猟
関
係
者
だ
け

で
は
な
く
、
農
作
業
や
通
行
人

に
も
及
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ

▼
猟
銃
お
よ
び
空
気
銃
の
危
険

性
を
十
分
認
識
し
、
基
本
を
徹

底
し
た
取
り
扱
い
に
万
全
の
注

意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
狩
猟
に
入
る
前
に
、
指
定
射

撃
場
で
十
分
な
射
撃
練
習
を
行

う
な
ど
、
射
撃
技
能
と
狩
猟
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

狩
猟
区
域
に
入
る
際
は

　
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た

め
、
目
立
つ
服
を
着
用
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 在京金ケ崎人会　
常任相談役

矢
や

郷
ごう

　豊
ゆたか

さん
東京都杉並区在住

11 月 25 日～ 12 月１日は「犯罪被害者週間」
　犯罪被害から少しでも早く回復できるよう、
警察は本人や家族からの相談に応じています。
▶被害者支援施策について　県警本部県民課被
害者支援室（☎ 019-653-0110）
▶犯罪被害相談一般　最寄りの警察署へ
▶ 性 犯 罪 相 談 電 話　（ ☎ ＃ 8103 ま た は ☎
0120-797874）


